
このこのこのこの度度度度はははは、、、、弊社製品弊社製品弊社製品弊社製品をおをおをおをお買買買買いいいい上上上上げいただきましてげいただきましてげいただきましてげいただきまして、、、、まことにありがとうございますまことにありがとうございますまことにありがとうございますまことにありがとうございます。。。。本製本製本製本製

品品品品をををを正正正正しくおしくおしくおしくお使使使使いいただくためにいいただくためにいいただくためにいいただくために、、、、取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書をよくおをよくおをよくおをよくお読読読読みくださいみくださいみくださいみください。。。。またまたまたまた、、、、いつでもいつでもいつでもいつでも取取取取

出出出出してしてしてして読読読読めるようめるようめるようめるよう、、、、取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書はははは本製品本製品本製品本製品のそばにのそばにのそばにのそばに保管保管保管保管してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。本製品本製品本製品本製品をををを、、、、他他他他のおのおのおのお客客客客

様様様様におにおにおにお譲譲譲譲りになるときはりになるときはりになるときはりになるときは、、、、必必必必ずこのずこのずこのずこの取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書とととと保証書保証書保証書保証書もあわせておもあわせておもあわせておもあわせてお譲譲譲譲りくださいりくださいりくださいりください。 。 。 。     

改訂の記録 

● 本製品本製品本製品本製品にににに異音異音異音異音・・・・異臭異臭異臭異臭などのなどのなどのなどの異常異常異常異常がががが生生生生じたじたじたじた場合場合場合場合にはにはにはには、、、、本製品本製品本製品本製品のののの使用使用使用使用をすみやかにをすみやかにをすみやかにをすみやかに中止中止中止中止してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 

感電や火災、電装部品の破損の原因になります。お買い上げの販売店または、弊社お客様相談室へ

お問い合わせください。 

● 本製品本製品本製品本製品のののの取付取付取付取付けはけはけはけは、、、、バッテリバッテリバッテリバッテリののののマイナスマイナスマイナスマイナス端子端子端子端子をををを取外取外取外取外してからしてからしてからしてから行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。 

ショートなどによる火災、電装部品が破損・焼損する原因になります。このときＥＣＵ学習値の初期化・

オーディオ等のメモリ消失・盗難防止装置の再設定などが必要となる場合がありますのでご注意くださ

い。バッテリを外す前にそれぞれの取扱説明書などを確認のうえ行ってください。 

● 本製品本製品本製品本製品のののの配線配線配線配線はははは、、、、必必必必ずずずず取扱説明書取扱説明書取扱説明書取扱説明書にににに記載記載記載記載してあるしてあるしてあるしてある通通通通りりりり行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。。。。 

配線を間違えますと、火災、その他の事故の原因になります。 

● 本製品本製品本製品本製品はははは、、、、しっかりとしっかりとしっかりとしっかりと固定固定固定固定しししし運転運転運転運転のののの妨妨妨妨げになるげになるげになるげになる場所場所場所場所・・・・不安定不安定不安定不安定なななな場所場所場所場所にはにはにはには取付取付取付取付けないでくださいけないでくださいけないでくださいけないでください。。。。 

運転操作に支障をきたし、事故の原因になります。 

● 運転者運転者運転者運転者はははは、、、、走行中走行中走行中走行中にににに本製品本製品本製品本製品をををを操作操作操作操作しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。 

運転操作に支障をきたし、事故の原因になります。 

● 本製品本製品本製品本製品ならびにならびにならびにならびに付属品付属品付属品付属品をををを、、、、弊社指定方法以外弊社指定方法以外弊社指定方法以外弊社指定方法以外のののの使用使用使用使用はしないでくださいはしないでくださいはしないでくださいはしないでください。。。。 

その場合のお客様ならびに第三者の損害や損失は一切保証いたしません。 

製品を安全にご使用いただくために、「安全上のご注意」をご使用の前によくお読み

ください。お読みになった後は必要なときにご覧になれるよう大切に保管してくださ

い。弊社の”取扱説明書”には、あなたや他の人への危害及び財産への損害を未然に

防ぎ、弊社の商品を安全にお使いいただくために守っていただきたい事項を記載して

います。その絵表示（シグナルワード）の意味は以下の様になっています。内容をよ

く理解してから本文をお読みください。 

パーツリストパーツリストパーツリストパーツリスト    １１１１    
ELECTRONICS TECHNOLOGYELECTRONICS TECHNOLOGYELECTRONICS TECHNOLOGYELECTRONICS TECHNOLOGYELECTRONICS TECHNOLOGYELECTRONICS TECHNOLOGYELECTRONICS TECHNOLOGYELECTRONICS TECHNOLOGYELECTRONICS TECHNOLOGYELECTRONICS TECHNOLOGYELECTRONICS TECHNOLOGYELECTRONICS TECHNOLOGY            

取扱説明書取扱説明書取扱説明書   

■表示の説明    

この表示を無視して誤った

取扱・作業を行うと、本人

ま た は 第 三 者 が 死 亡 ま た

は、重傷を負う恐れが想定

される状況を示します。  

表示表示表示表示     表示表示表示表示のののの意味意味意味意味    

安全上安全上安全上安全上のごのごのごのご注意注意注意注意    ２２２２    

全体取付全体取付全体取付全体取付けけけけ図図図図    ４４４４    

■■■■スプライススプライススプライススプライスのかしめのかしめのかしめのかしめ方方方方    

No. 発行年月日 部品番号 版数 記載変更内容 

1 2012年 6月 1日 7207-0340-00 １  

2 2014年 4月21日 7207-0340-01 2  

本書は、A’PEXi ＤＩＮ３メータの取扱説明書となっています。 

ご使用の場合、センサユニットの取扱説明書もあわせてご確認ください。 

お問い合わせ先 

Apex Apex Apex Apex 株式会社株式会社株式会社株式会社    
〒４１９－０３１３ 静岡県富士宮市西山１８９０－１ 

お客様相談室・・・TEL:0544-65-5061 

はじめに 

   ！  
警告警告警告警告    

センサユニットセンサユニットセンサユニットセンサユニットのののの取付取付取付取付けをけをけをけを行行行行ってくださいってくださいってくださいってください。 。 。 。     

取付取付取付取付けけけけ方法方法方法方法    ５５５５    

センサハーネスセンサハーネスセンサハーネスセンサハーネスのののの接続接続接続接続    ６６６６    

！ 注注注注    意意意意    

！ 警警警警    告告告告    

① 線の被膜を ５[ｍｍ]  

位剥く。 

② 分岐させる線を

１０ [ｍｍ] 位

剥く。  

③ 線を絡める。 ④ 圧着ペンチを使用して確実に

かしめる。 

* かしめた部分はビニールテープ等で確実に絶縁する。  

● 燃圧計として使用される場合、燃料供給装置が燃料気筒内噴射方式などの燃料供給圧力

が高いエンジンおよびディーゼルエンジンには絶対に取付けないでください。燃料が漏

れ、火災や爆発の原因となります。 

この表示を無視して誤った取

扱・作業を行うと、本人また

は第三者が軽傷または、中程

度の損害を負う状況、及び物

的損害の発生のみが想定され

る状況を示します。  

表示表示表示表示     表示表示表示表示のののの意味 意味 意味 意味      

  ！  
注意注意注意注意    

● 本製品本製品本製品本製品のののの取付取付取付取付けはけはけはけは、、、、必必必必ずずずず専門業者専門業者専門業者専門業者にににに依頼依頼依頼依頼してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 

取付けには専門の知識と技術が必要です。専門業者の方は、本製品が不安定な取付けにならないように行

ってください。 

● 本製品本製品本製品本製品のののの加工加工加工加工・・・・分解分解分解分解・・・・改造改造改造改造はおこなわないでくださいはおこなわないでくださいはおこなわないでくださいはおこなわないでください。。。。 

事故・火災・感電・電装部品が破損・焼損する原因になります。 

● 本製品本製品本製品本製品をををを落下落下落下落下させるなどさせるなどさせるなどさせるなど、、、、強強強強いいいいショックショックショックショックをををを与与与与えないでくださいえないでくださいえないでくださいえないでください。。。。 

動作不良を起こし、製品および車両を破損する原因になります。 

● 炎天下炎天下炎天下炎天下やややや夏場夏場夏場夏場ののののエアコンエアコンエアコンエアコンをををを使用使用使用使用しないしないしないしない高温高温高温高温なななな車室内車室内車室内車室内でのでのでのでの使用使用使用使用はしないでくださいはしないでくださいはしないでくださいはしないでください。。。。 

動作不良動作不良動作不良動作不良をををを起起起起こしこしこしこし、、、、製品製品製品製品およびおよびおよびおよび車両車両車両車両をををを破損破損破損破損するするするする原因原因原因原因になりますになりますになりますになります。。。。    

● ● ● ● 高温高温高温高温になるになるになるになる場所場所場所場所やややや水水水水がががが直接直接直接直接かかるかかるかかるかかる場所場所場所場所にはにはにはには取付取付取付取付けないでくださいけないでくださいけないでくださいけないでください。。。。    

感電や火災、電装部品を破損する原因になります。動作不良を起こし、車両を破損する恐れがあります。 

● 取付取付取付取付けをけをけをけを行行行行うううう前前前前にににに、、、、エンジンルームエンジンルームエンジンルームエンジンルーム内内内内のののの各部各部各部各部のののの温度温度温度温度がががが下下下下がっていることをがっていることをがっていることをがっていることを確認確認確認確認してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 

火傷をする恐れがあります。 

●本書の一部または全部を無断で複写することは禁止されています。また、個人としてご利用になるほかは、著作

権法上、弊社に無断では使用できません。  

●故障、修理その他の理由に起因するメモリ内容の消失による、損害などにつきましては弊社では一切その責任を

負えませんので、あらかじめご了承ください。 

●本製品、及びオプションパーツの仕様、価格、外見等は予告なく変更することがあります。  

●本製品は、日本国内での使用を前提に設計したものです。海外では使用しないでください。 

各部名称各部名称各部名称各部名称    ３３３３    
指針  

PEAK スイッチ 

MODE スイッチ 

RESET スイッチ 

デジタルメータ  

ＬＥＤインジケータ  

171mm 

126mm 

24.5mm 

4
7
.6

m
m

 

3
4
m

m
 

6
.8

m
m

 

ハーネス接続コネクタ 

固定用ネジ穴 

（M4、ねじ深さ最大6mmまで） 

※ハーネス接続コネクタ

ケース開口部 

温度計 

指針   ３0～197.5℃ 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ 0～199.5℃ 

圧力計 

指針      0～10×100kpa 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ 0～10×100kpa 

温度計 

指針   ５0～197.5℃ 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ 0～199.5℃ 

本製品取付けの前に必ずパーツリストをご覧頂き、異品や欠品のないことを確

認してから作業してください。万一パーツリストと相違がある場合には、お買

い求めの販売店もしくは弊社お客様相談室までご連絡ください。 

●ＤＩＮ３メータ（温度計×２：圧力計）   商品コード ４０９－Ａ００３ 

・・ 

manual・・ 

取扱説明書 …１ 

メータ本体 …１ 

電源ハーネス …１ 

温度センサ …２ 温度センサ用

ハーネス …２ 

圧 力 セ ン サ 

…１ 

圧 力 セ ンサ 用

ハーネス …１ 

両面テープ …１ 
ス プ ラ イ ス 

…５ 
オスギボシ  

…５ 

オ ス ス リ ー ブ 

…５ 

メスギボシ …５ メススリーブ 

…５ 

2.5ｍ 

2.5ｍ 

1.5ｍ 

結束バンド …７ 

■■■■ギボシギボシギボシギボシのかしめのかしめのかしめのかしめ方方方方    
① 線の被膜を ５[ｍｍ] 

位剥く。 

② スリーブを 

被せる。 

③ 線 を 折 り

返す。 
④ 圧着ペンチを使用して確実にかしめる。 

かしめを配線に食

い込ませる。  

● 必ずシールテープやシール材を塗布して使用してください。 

● メータの誤動作を防止するため、点火系などのノイズの影響が無いところに取付けて

ください。 

● ハーネスは可動部や高温部をなるべく避けて配線してください。 

● オイル又は冷却水の抜き取りや抽入方法は、車両の整備書を参照してください。又、

冷却水等の抽入においては、エア抜きをしっかりと行ってください。 

● 水漏れ・オイル漏れがないか十分確認してください。 

● 必ずシールテープやシール材を塗布して使用してください。 

● メータの誤動作を防止するため、点火系などのノイズの影響が無いところに取付けて

ください。 

● ハーネスは、可動部や高温部をなるべく避けて配線してください。 

● オイルの抜き取りや抽入方法は、車両の整備書を参照してください。 

● オイル漏れ燃料漏れがないか十分確認してください。 

● Ｒ(ＰＴ)１／８はテーパーネジのため、ねじ込みに注意してください。 

ねじ込む際は、最初に手でねじ込みある程度ねじ込んだら工具を使用して

締め付けてください。  

Ｒ（ＰＴ）1/8 

取付けには、必ずシールテープもしくは

シール材を塗布してください。 

センサハーネスと接続 油圧を測定する場所 

・純正油圧スイッチ 

・オイルエレメント移動ブロックなど 

・フーエルデリバリパイプ 

・燃料ホースのデリバリ側など 

Ｒ（ＰＴ）1/8 以外に取付け

る場合は、別売のセンサアダ

プタをご使用ください。 

●●●●    取付けたセンサをそれぞれのセンサハーネスに接続します。  

● 下記を参照し、センサハーネスをセンサユニットに接続してください。 

● 各センサハーネスの接続後、付属の結束バンドで車体等にハーネスをしっかりと

固定してください。  

TP1 TP2 

★ ★ ★ ★ 温度センサは”TP1””TP2”どちらでも使用できますが、メータの

指針範囲が異なりますので、表示する範囲を踏まえて選定ください。 

★取付け時の識別のため、温度センサ用ハーネスは “赤線・緑線“  

”青線・緑線“となっています。 

★温度センサの接続場所によって、ハーネス

が届かない場合は、別売の温度センサ延長

ハーネス（3m品）をご購入ください。 

温度センサ 

温度センサ

ハーネス 

圧力センサ 

PS1 

◆ ◆ ◆ ◆ 圧力圧力圧力圧力のののの場合場合場合場合    
センサユニットの”ＰＳ１”に接続します。 

温度センサの取付け 
    温度センサのネジ部は、Ｒ(ＰＴ)１／８ となっています。     

● 取付ける場所を探します。 

室内室内室内室内    エンジンルームエンジンルームエンジンルームエンジンルーム    

赤線（常時電源） 

黒線（アース） 圧力センサ

ハーネス 

圧力センサ 

温度センサ 

温度センサ

ハーネス 

COM ハーネス 

電源ハーネス 

赤線（イグニション電源） 

赤線（イグニション電源） 

緑線（イルミネーション電源）

黒線（アース） 

黒線（アース） 

● ハーネス接続コネクタケース開口部は、本体作動時に本体の熱を放熱させるため、作動

時や停止直後は温度が高くなっている場合もあります。作動時や停止直後は出来るだけ

触らない様にしてください。 

● ＤＩＮ３メータ本体を取付ける場所を決めてください。 

● 各配線が届く範囲で取付け位置を決めてください。  

● アース不良の原因となるため、塗装や錆を落として確実にアースしてください。 

● エレクトロタップは絶対に使用しないでください。 

エレクトロタップは接触状態が不安定になりやすく、接触不良で本製品が正常に機能

しなくなるばかりでなく、本製品や車両が破損する場合があります。 

● ハーネスは可動部や高温の熱源から離れた場所に配線してください。やむをえず熱源

の近くに配線する場合は、断熱／遮熱シートなどで保護してください。 

● メータの誤動作を防止するため、点火系などのノイズの影響が無いところに取付けて

ください。  

● メータを取付ける際は、万一の時も運転の妨げにならない場所を検討し、脱落しないよ

う慎重に取付けてください。視界の妨げや脱落による運転の妨げは、人身事故の原因と

なります。 

● エアバックなどの上や手前に絶対に取付けないでください。エアバックなどが作動した

際に、メータが飛び出したり、エアバックが機能しないなどの原因となります。 

POWER 

● ＤＩＮ３メータは、イグニション電源とイルミネーション電源及びアースの

結線が必要となります。 

※ イグニション電源とアースは、それぞれ同じ箇所に２本結線してくだ

さい。 

● 結線には付属のスプライスやギボシを使用して電工ペンチ等の専用工具を用い

て確実に取付けてください。 

● ハーネスの接続後、付属または市販の結束バンド等でしっかりと固定してく

ださい。 

メータメータメータメータのののの取付取付取付取付けけけけ方法方法方法方法    7777    

この部分で導線を

かしめる。 

この部分で 

被膜をかし

める。 
かしめが完了しましたら

スリーブをかしめた位置

まで移動してください。 

● センサユニットに付属のＣＯＭハーネスをエンジンルームから室内に引き込

み、ＤＩＮ３メータと接続してください。 

● センサユニット側もＣＯＭハーネスを接続してください。 

● ハーネスの接続後、付属または市販の結束バンド等でしっかりと固定してく

ださい。 

COM 1 

COM 

ハーネス COM 

室内室内室内室内    エンジンエンジンエンジンエンジン    

ルームルームルームルーム    

● Ｒ(ＰＴ)１／８はテーパーネジのため、ねじ込みに注意してください。 

ねじ込む際は、最初に手でねじ込みある程度ねじ込んだら工具を使用して締め付けて

ください。  

◆ ドレンボルト等に取付ける場合 
取付けるネジサイズにあわせ、オプション品のセンサアダプタと銅ワッシャ等を使用

して取付けてください。 

温度センサ 

Ｒ（PT）1/8 

取付けには、必ずシールテープ

もしくはシール材を塗布してく

ださい。 

    圧力センサのネジ部は、Ｒ(ＰＴ)１／８ となっています。     

● 取付ける場所を探します。 

圧力圧力圧力圧力センサセンサセンサセンサのののの取付取付取付取付けけけけ    

◆ ◆ ◆ ◆ 水温水温水温水温のののの場合場合場合場合    
センサユニットの”ＴＰ１”に接続します。 

◆ ◆ ◆ ◆ 油温油温油温油温のののの場合場合場合場合    
センサユニットの”ＴＰ２”に接続します。 

電源電源電源電源ハーネスハーネスハーネスハーネスのののの配線配線配線配線／／／／接続 接続 接続 接続     

ＣＯＭＣＯＭＣＯＭＣＯＭハーネスハーネスハーネスハーネスのののの接続接続接続接続    

● メータを取付ける際は、万一の時も運転の妨げにならない場所を検討し、脱落しない

よう慎重に取付けてください。視界の妨げや脱落による運転の妨げは、人身事故の原

因となります。 

● エアバックなどの上や手前に絶対に取付けないでください。エアバックなどが作動し

た際に、メータが飛び出したり、エアバックが機能しないなどの原因となります。  

● 運転の妨げにならない場所に付属の両面テープもしくは、別売の汎用ステー

などを使用して固定してください。 

● 両面テープを貼る場合は、中性洗剤などで取付け位置の汚れやほこり・油分

を取り除いてから取付けてください。 

● ハーネスは可動部や高温の熱源から離れた場所に配線してください。やむをえず熱源

の近くに配線する場合は、断熱／遮熱シートなどで保護してください。 

● メータの誤動作を防止するため、点火系などのノイズの影響が無いところに取付けて

ください。  

ＤＩＮＤＩＮＤＩＮＤＩＮ３３３３メータメータメータメータのののの取付取付取付取付けけけけ    

©Apex Co., Ltd. Printed in Japan 

商品名称  ＤＩＮ３メータ    

商品コード   4０９-A0０３ 

用途  自動車用の下記項目を測定する装置 
エンジンオイル、デファレンシャルオイルまたは冷却水の温度 

エンジンオイルなどの圧力 

作動電圧  DC10Ｖ～16Ｖ 

動作温度  ±0～+60℃  

保証書 …１ 

かしめを配線に食

い込ませる。  

 ！ 注 意 

 ！ 注 意 

 ！ 注 意 

 ！ 注 意 

 ！ 注 意 

 ！ 警 告 

 ！ 警 告 

 ！ 警 告 

圧力センサ

ハーネス 

赤線（イグニション電源） 

赤線（イグニション電源） 

緑線（イルミネーション電源）

黒線（アース） 

黒線（アース） 

Ｐ．Ｐ．Ｐ．Ｐ．１１１１        Ｐ．Ｐ．Ｐ．Ｐ．3333    

    

Ｐ．Ｐ．Ｐ．Ｐ．２２２２        Ｐ．Ｐ．Ｐ．Ｐ．４４４４    



●センサユニットとメータのそれぞれで電源ハーネスが確実に接続されているか確認し

てください。 

●センサユニットとメータのそれぞれでＣＯＭハーネスが確実に接続されているか確認

してください。 

イグニッションをオンにしてもメータ

が動かない。 

こんなこんなこんなこんな時時時時はははは    12121212    

取付取付取付取付けがけがけがけが終了終了終了終了したらしたらしたらしたら再度下記再度下記再度下記再度下記のののの項目項目項目項目をををを確認確認確認確認してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

●センサ、及びセンサハーネスの接続を確認してください。 

●電源ハーネスのイルミネーション電源を確認してください。 

●気圧の変化などで０の値が変化します。必要な場合、下記の方法でキャリブレーショ

ンを行ってください。  

【方法】イグニションをオンにした状態（エンジンは始動しない）で、約１０秒間保持

してください。（この時間で圧力センサをキャリブレーションし、Ｏ値を補正

します。）キャリブレーションが実行されると、圧力計のデジタルメータ部に

１秒間“ＣＡＬ”と表示されます。１０秒以内にエンジンを始動した場合は、

前回のキャリブレーション値が反映されます。  

各ハーネスやセンサの接続を再度確認してください。 

本体またはセンサユニットの故障。 お買上げ頂いた

販売店もしくは弊社お客様相談室へお問い合わせくだ

さい。  

温度表示は氷点下（０℃未満）もしくはセンサが接続されていない場合、 

 ”－－．－”と、表示されます。 

 圧力表示は、センサが接続されていない場合、”－.－－”と表示されます。 

 

センサハーネスの接続を確認してください。  

メータの針が動かない、または、振り

切っている。 

ポジションライトをつけてもメータの

輝度が変化しない。 

圧力計の値が大気圧状態（エンジンを

始動していない状態）で０を指さな

い。 

デジタルメータ部に“Ｅｒｒ”が表示

される。 

デ ジ タ ル メ ー タ 部 に“－ －．－”

や ”―．－－”と表示される。 

取付取付取付取付けけけけ後後後後のののの作業作業作業作業とととと確認確認確認確認    ８８８８    

動作動作動作動作のののの確認確認確認確認    ９９９９    

● イグニション電源をオンにして、メータの指針が上昇し最短部まで表示することを確

認してください。 

● イグニション電源をオンにして、ＬＥＤインジケータが点灯し色の変化があることを

確認してください。 

● イグニション電源をオンにして、デジタルメータが１,２,・・・０の順番で全ての数値

が表示されることを確認ください。 

● 圧力計のキャリブレーションを実施してください。 

※ 実施方法は、「 こんな時は 」を参照してください。 

● 本製品から異音・異臭などの異常がないか確認してください。 

● エンジンを始動し水漏れ・オイル漏れがないか十分確認してください。 

● エンジンを始動し各部の干渉がないか確認してください。 

● デジタル表示部に「Ｅｒｒ」の文字が出ていないか確認してください。 

「Ｅｒｒ」が表示されている場合は、再度各部の接続状態を再確認してください。 

表示部表示部表示部表示部のののの説明説明説明説明    10101010    

図Ａ－１（測定値のみを高輝度で表示させます。）  

指針 

図Ａ－２（測定値を高輝度で点灯。それ以下は輝度を下げて点灯させます。） 

図Ａ－３（オーバースケールでの指針表示） 

● アナログ感覚の指針でそれぞれの数値を表示します（図Ａ－１および図Ａ－２）。 

それぞれの測定値が、スケールの最高値を超えた場合、スケールが切り替わ

りオーバースケールでの指針表示を行います（温度計のみ）。この時、指針

の輝度は通常スケールの輝度よりも明るい色で表示されます（図Ａ－３）。

但し、「図Ａ―１」の様に指針のみの場合は、スケール表示の変更のみとな

ります。 

 

温度計１・・・通常スケール時    ３０℃～１３０℃ 

オーバースケール時 １３０℃～１９０℃ 

温度計２・・・通常スケール時    ５０℃～１５０℃ 

オーバースケール時 １５０℃～１９０℃ 

 

● 指針表示をそれぞれ任意に点灯と非点灯を設定できます。 

※ 初期状態は、図Ａ－２の点灯状態となっています。 

図Ｂ－１  

デジタルメータ 

● それぞれの値を、デジタル数値にて表示します。 

● デジタル表示をそれぞれ任意に点灯と非点灯を設定できます。 
※ 初期状態は、全て点灯となっています。 

※ 温度表示は氷点下（０℃未満）もしくはセンサが接続されていない場合、 

 ”－－．－”と、表示されます。 

※ 圧力表示は、センサが接続されていない場合、”－.－－”と表示されます。 

図Ｃ－１ 

ＬＥＤインジケータ 

● それぞれの数値にあわせ、カラーグラデーションを変化させることが出来

ます。 
※初期状態は、温度計 青→緑→黄→赤に変化  

圧力計 緑→黄→赤に変化   となっています。  

● 任意の設定値で、ウォーニング値を設定できます。 

● ＬＥＤインジケータは、通常域の表示の際、好みの固定色に設定することが

出来ます。室内の色を統一させたい場合などに最適です。 
※ 固定色とした場合、ＬＥＤの表示色は変化しません。 

※ 測定値がウォーニング設定値を超えた場合は、ウォーニング表示となります。 

● 任意に、それぞれの指針表示の点灯と非点灯を設定できます。 
※ 初期状態は、全て点灯となっています。 

図Ｃ－２ 

③ 表示部右上の「ＳＥＴ」の文字が

点滅したことを確認します。  
点滅  

④ Ｍｏｄｅスイッチを押すと、「ＳＥＴ」項目の選択決定となります。 

点灯 

⑤ 各表示の設定を以下の方法で変更します。  
● 各項目の選択および決定．．．．．Ｍｏｄｅスイッチ 

選択．．．Ｍｏｄｅスイッチを押す。 

決定．．．Ｍｏｄｅスイッチを長押し。 

 

● 各項目の表示内容を選択．．．ＰｅａｋスイッチまたはＲｅｓｅｔスイッチ  

Ｍｏｄｅスイッチを押す  

各設定項目の詳細 

● デジタルメータの表示オン／オフ 
表示する  ⇒ ＰｅａｋスイッチまたはＲｅｓｅｔスイッチを押し「ｄｏｎ」を

表示させる。 

表示しない ⇒ ＰｅａｋスイッチまたはＲｅｓｅｔスイッチを押し「ｄｏＦ」を

表示させる。 

● 指針の表示内容選択 
・『表示部の説明－指針』を参照し、表示方法を選択してください。 

・ＰｅａｋスイッチまたはＲｅｓｅｔスイッチを押し、表示方法を選択してください。 

表示する ⇒「Ａ１」測定値のみを高輝度で表示させます。 

「Ａ２」 測定値を高輝度で点灯。それ以下は輝度を下げて点灯させます。 

表示しない ⇒ 「ＡｏＦ」指針表示を消灯させます。 

※ スケールマーカー部は消灯しません。 

● ＬＥＤインジケータの表示内容選択 
表示する ⇒「Ｌ１」カラーグラデーション表示 

温度計 青→緑→黄→赤に変化 

圧力計 緑→黄→赤に変化 

「Ｌ２～８」それぞれの色で固定。  

※ 固定色とした場合、ＬＥＤの表示色は変化しません。 

※ 測定値がウォーニング設定値になった場合は、ウォーニング表示と

なります。 

表示しない ⇒ 「ＬｏＦ」 ＬＥＤインジケータを消灯させます。 

※ 測定値がウォーニング設定値になった場合は、ウォーニング表示と

なります。 

指針とデジタルメータ 

（ＬＥＤ消灯） 

デジタルメータのみ 

（指針＋ＬＥＤ消灯） 

ＬＥＤのみ 

（指針＋デジタルメータ消灯） 

指針のみ 

（デジタルメータ＋ＬＥＤ消灯） 

● 圧力計の表示設定のみ、上記設定後に “ｂｏｎ”または“ｂｏＦ”と表示されます。

本製品装着の場合、“ｂｏＦ”と設定してください。  
この設定は、差圧設定オン／オフとなりますが本製品では使用しません。  

● メータ毎にウォーニング設定値を超えるとＬＥＤインジケータが赤色に点滅します。  

● メータ毎に適正値をＬＥＤインジケータで緑色になるよう設定できます。 
※ 適正値は、ＬＥＤインジケータの表示設定を、「Ｌ１」カラーグラデーション

表示としている場合に採用されます。 

● バッテリのマイナス端子を元通りに取付ける。 

● 取付けた配線が確実に接続されているか確認してください。 

● 水漏れ・オイル漏れがないか十分確認してください。 

● オイル及び冷却水は規定量入っているか確認してください。 

● メータ・センサユニットはしっかりと固定されているか確認してください。 

● センサハーネスなどが可動部や高温部に接触していないか。また、ハーネスが

結束バンド等でしっかりと固定されているか確認してください。 

● その他取付け時にはずしたり緩めたりした箇所は、元通りに固定されているか

確認してください。 

● 工具や部品を室内やエンジンルームに置き忘れていないか確認してください。 

操作方法操作方法操作方法操作方法    11111111    

指針表示・デジタルメータ・ＬＥＤインジケータをそれぞれ個別に表示方法

を選択可能です。表示／非表示の設定ができます。 

設定方法 

① Ｍｏｄｅスイッチを長押しします｡ 

（約１秒間）  
Ｍｏｄｅ 

スイッチ 

長押し  

② ＰｅａｋスイッチまたはＲｅｓｅｔスイッチを押し、「ＳＥＴ」を選択してくだ

さい。 
 ※  それぞれのスイッチ押すことで、左上の「ＷＡＲＮ」・「ＢＲＴ」、右上の「ＳＥＴ」を

選定できます。 

Ｐｅａｋスイッチまたは 

Ｒｅｓｅｔスイッチにて選択 

設定方法  

① Ｍｏｄｅスイッチを長押しします｡ 

（約１秒間）  Ｍ ｏ ｄ ｅ

ス イ ッ チ

長押し 

② ＰｅａｋスイッチまたはＲｅｓｅｔスイッチを押し、「ＷＡＲＮ」を選択してくだ

さい。 
 ※ それぞれのスイッチ押すことで、左上の「ＷＡＲＮ」・「ＢＲＴ」、右上の「ＳＥＴ」

を選定できます。  

Ｐｅａｋスイッチまたは

Ｒｅｓｅｔスイッチにて

選択 

③ 表示部左上の「ＷＡＲＮ」の文字が

点滅したことを確認します。 点滅 

④ Ｍｏｄｅスイッチを押すと、「ＷＡＲＮ」項目の選択決定となります。 

点灯 

Ｍｏｄｅスイッチを押す 

各設定項目の詳細 

● ウォーニング値（ＬＥＤ 赤色）の設定 

ＬＥＤが赤色となっている状態で、ＰｅａｋスイッチまたはＲｅｓｅｔスイッチに

てウォーニングの設定値を決めてください。 

設定範囲     温度計１・・・ ３５℃～１９９℃  

温度計２・・・ ５５℃～１９９℃  

圧力計．．．． ０.０～９.５（×100ｋＰａ） 

● 適正温度値（ＬＥＤ 緑色）の設定  

ＬＥＤが緑色となっている状態で、ＰｅａｋスイッチまたはＲｅｓｅｔスイッチに

て適正値の設定を決めてください。 

設定範囲     温度計１・・・ ３０℃～１９４℃ 

温度計２・・・ ５０℃～１９４℃  

圧力計．．．． ０.５～１０.０（×100ｋＰａ） 

 

 ≪ ウォーニング値設定と適正値設定の関係 ≫  
● 温度計の場合、適正値設定はウォーニング値として設定した数値から、マイナス

５℃以下で設定できます。 

● 圧力計の場合、適正値設定はウォーニング値として設定した数値から、プラス０.５

（×100ｋＰａ）以上で設定できます。 
※ ウォーニング値設定と適正値設定の関係は、ウォーニング値設定が優先されます。適正

値設定時に希望した値まで変化しない場合、ウォーニング値設定が希望する値に近い可

能性がありますので、ウォーニング設定の値を見直してください。 

※ 適正値設定値をウォーニング値設定の前に行った場合、ウォーニング値設定した値より

高い（圧力の場合低い）場合、適正値設定で設定した値は自動的に以下の内容で設定値

が移動します。  

・温度計の場合、ウォーニング設定値のマイナス５℃。  

・圧力計の場合、ウォーニング設定値のプラス０.５（×100ｋＰａ）。 
 

≪ ウォーニング時の点滅について ≫  
ウォーニング設定値での点滅は、ＬＥＤインジケータの表示設定をオフにしている場合でも、

設定値を超える（圧力値は下回る）と赤色で点滅します。 

〈 表示例  〉 

設定値を超えると赤色 

で点滅します。 

Ｅｒｒ ０１ 

・・・・・内部故障  

表示表示表示表示のののの設定設定設定設定    

ウォーニングウォーニングウォーニングウォーニングのののの設定設定設定設定    

指針表示・デジタルメータ表示およびキースイッチの明るさ調整を行います。 

設定方法 

① Ｍｏｄｅスイッチを長押しします｡ 

（約１秒間）  

表示部表示部表示部表示部およびおよびおよびおよびスイッチスイッチスイッチスイッチ部部部部のののの明明明明るさるさるさるさ調整調整調整調整    

② ＰｅａｋスイッチまたはＲｅｓｅｔスイッチを押し、「ＢＲＴ」を選択してくだ

さい。  
※ それぞれのスイッチ押すことで、左上の「ＷＡＲＮ」・「ＢＲＴ」、右上の「ＳＥＴ」

を選定できます。  

③ 表示部左上の「ＢＲＴ」の文字が

点滅したことを確認します。 

④ Ｍｏｄｅスイッチを押すと、「ＢＲＴ」項目の選択決定となります。 

⑤ 各表示の設定を以下の方法で変更します。 

 

● 各項目の選択および決定．．．．．Ｍｏｄｅスイッチ 

選択．．．Ｍｏｄｅスイッチを押す。 

決定．．．Ｍｏｄｅスイッチを長押し。 

 

● 各項目の設定値を選択．．．ＰｅａｋスイッチおよびＲｅｓｅｔスイッチ 

 

● 各設定項目の詳細  

･昼間の明るさ設定．．．．左側のデジタルメータ ｄｙ１～９にて設定 

･夜間の明るさ設定．．．．中央のデジタルメータ ｄｒ１～９にて設定 

※ 夜間の明るさは、イルミネーション信号により作動します。 

※ 昼間の明るさの設定値は、夜間の明るさの設定値以下にはできません。 

※ 夜間の明るさの設定値は、昼間の明るさの設定値以上にはできません。 

･キースイッチ部の照明オン／オフおよび明るさ設定 

．．．．右側のデジタルメータ ＩＬ０～５にて設定 

“ＩＬ０”にてキースイッチ照明はオフとなります。 

※ キースイッチ照明は、昼夜問わず設定値での明るさとなります。 

表示方法 

① Ｐｅａｋスイッチを押す。 

全てのメータがピーク値を表示します。 

 

 

※ ピーク表示では、それぞれ設定した表示方法とは異なり、全ての表示が右記の

方法で表示されます。 

ピークホールドピークホールドピークホールドピークホールド機能機能機能機能    

Ｐ ｅ ａ ｋ

ス イ ッ チ

を押す  

● ピークホールド機能とは、現在までの最大指示値を記録する機能です。 

● ピークホールドは、ピーク値リセットの作業を行うまでは、電源を切っても保持されます。 

② もう一度Ｐｅａｋスイッチを押すと、元の表示に戻ります。 
ピーク値はそのまま保持されます。 

ピーク値のリセット方法 

① Ｒｅｓｅｔスイッチを長押しします。 

（約１秒間）  

 
 

 

② 表示部右上の「ＰＥＡＫ」の文字が消灯し、元の表示に戻ります。 

Ｒｅｓｅｔ

スイッチを

長押し 

⑤ 各メータの設定値を以下の方法で変更します。 
● 各項目の選択および決定．．．．．Ｍｏｄｅスイッチ 

選択．．．Ｍｏｄｅスイッチを押す。 

決定．．．Ｍｏｄｅスイッチを長押し。 

● 各項目の設定値を選択．．．ＰｅａｋスイッチおよびＲｅｓｅｔスイッチ 

設定値を上げる．．．Ｐｅａｋスイッチ 

設定値を下げる．．．Ｒｅｓｅｔスイッチ 

・ デジタルメータ・・・・・・全て表示されます。 

・ 指針表示・・・・・・・・・全て「Ａ２」の表示方法で表示されます。 

・ ＬＥＤインジケータ・・・・全て「Ｌ１」の表示方法で表示されます。 

ピークホールド表示中は、表示部右上の「ＰＥＡＫ」の文字が点灯します。 

症状症状症状症状    原因原因原因原因・・・・確認確認確認確認およびおよびおよびおよび対処方法対処方法対処方法対処方法    

Ｅｒｒ ０２ 

・・・・・通信異常   

Ｅｒｒ ０３ 

・・・・・通信異常  

Ｍ ｏ ｄ ｅ

ス イ ッ チ

長押し 

Ｐｅａｋスイッチまたは

Ｒｅｓｅｔスイッチにて

選択 

点灯 

点滅 

Ｍｏｄｅスイッチを押す 

Ｐ．Ｐ．Ｐ．Ｐ．５５５５        Ｐ．Ｐ．Ｐ．Ｐ．７７７７    

    

Ｐ．Ｐ．Ｐ．Ｐ．６６６６        Ｐ．Ｐ．Ｐ．Ｐ．８８８８    


